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【１-下柱ダイアから】 

下通しダイアの縁からの隙間になります。 

柱マスタのダイアの縁で設定している数値が優先となり、 

仕口詳細設定でダイアの縁を変更している場合でも考慮されません。                

 

【2-接続部材面】 

仕口（柱）の面からの隙間になります。 

梁のフランジがダイアフラムと干渉する位置にある場合は、 

ダイアフラムの縁からの隙間になります。 

 

※現場溶接のガセットの場合は常に柱面からの隙間となり、また変形ダイアの場合は『2-接続部

材面』に設定している時はダイアを考慮した隙間となりますが、『１-下柱ダイア』にしている場合、

ダイアの形状を考慮しない為、【梁】‐【修正】または【継手】‐【入力】にて隙間の数値を調整

する必要があります。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐データ作成‐34.柱、梁作成関連‐18）仕口に取付くピン梁の位置 の 

設定により、隙間の基準が変更できます。 

 

 

 

  

 

 

 

   （例）柱に取付くピン梁が 50 上がっている場合 

      【1-下柱ダイアから】               【２-接続部材面】 

           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

パラメーターの設定により選択可能です。 


